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第一章 王朝の形成  
   王朝の都ニューヨーク 
   父不在の家族 
   プロテスタンティズム倫理の体現者 
   スタンダード石油の誕生 
   泥棒男爵（ロバー・バロン） 
   細部にこだわるタイタン（帝王） 
 
第二章 第二世代と近代フィランソロピーの確立  
   結婚と長男の誕生 
   ニューヨーク進出 
   オルドリッチ家と東洋美術 
   増え続ける富とジュニアの修業 
   シカゴ大学創設 
   父と違う道を選んだジュニア 
   野口英世とロックフェラー医学研究所 
   黒人教育の支援 
   ロックフェラー財団設立 
   ラドロウの悲劇 
   中国支援―チャイナ・メディカル・ボード 




第三章 多彩な第三世代  




   大統領になりそこねた次男ネルソン 
   ベンチャー投資で成功した環境保護活動家、三男ローレンス 
   異端児四男ウィンスロップ 
   金融界の覇者、末弟ディヴィッド 
 
第四章 広がる日本とのかかわり  
   父子の亀裂―コロニアル・ウィリアムズバーグの運営をめぐって亀裂 
   ジョン―第三世代のミスター・ジャパン 
   ジョンとシゲの戦後再会 
   ダレスへの報告書 
   知的交流計画の実現 
   文化センター準備委員会発足とジャパン・ソサエティ復活 
   「ハウス」の必要性 
   募金と用地の確保 
   脱ロックフェラー依存を求めて 
   ロックフェラー財団の戦後日本支援 
   日本美術とジョン 






第五章 第四世代―反逆と和解  
   反逆するカズンたち 
   癒しの絆 
   和解と伝統回帰 
   ロックフェラー家と「キープ協会」 
   羽ばたく四代目当主ジェー 
 
終章 ジョンとシゲ  
   長寿の DNA 










著書に The First Fifty-five Years of the International House of Japan: Genesis, 
Evolution, Challenges, and Renewal (Tokyo: I-House Press, 2012)があり、編著に『国際
文化会館 50 年の歩み 1952 -2002』（国際文化会館、2003 年）、マーティン・コルカットと
の共編 Japan and Its Worlds: Marius B. Jansen and the Internationalization of Japanese 
Studies (Tokyo: I-House Press, 2007)がある。訳書にマリウス・ジャンセン『日本 二百年













































（1953 年の調査ではその数は 4972 人、「GI ベビー」とか「戦後の落とし子」と呼ばれた）
を収容し世話をするために 1948 年に設立された民間救済施設のことである。人道主義的動
機に基づく澤田の懇願にもかかわらず、ロックフェラー3 世は、「GI ベビー」問題に対して
一定の距離を置き、澤田の寄付の要請に全く応じようとはしなかった。（From Donald H. 
McLean, Jr. to John D. Rockefeller,3rd（以下、JDR3rd と略称）, September 18, 1952; 
From JDR3rd to Dana S. Creel, Subject “GI Baby” Problem, February 2, 1955, 
Rockefeller Family Archives, RG5, John D. Rockefeller, 3rd Papers, Series 1-OMR files, 
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